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今後のタイムライン検討方針について

令和元年8月29日

令和元年度 荒川下流域を対象としたタイムライン専門部会（運用訓練）



１．拡大試行版の分割、再構築および各機関版の作成
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■令和元年度予定
 「荒川下流タイムライン（拡大試行版）【2019年版】」の運用

【令和元年度出水期～】
 拡大試行版を「荒川下流タイムライン（拡大試行版）」を「共通版」「各機関版

（各市区版、各企業版）」に振り分け
【令和元年度出水期後～】

■令和２年度予定
 「荒川下流タイムライン（共通版）（仮）」の検討

《今後》荒川下流タイムライン(共通版）(仮称)

○○区版

▲▲市版

㈱■■版▲▲市 特有の
防災行動

㈱■■ 特有の
防災行動

荒川下流域全体
に関わる
防災行動

【課題】
①流域全体に関わる防災行動
②特定の機関の防災行動

振
り
分
け

《現状》

○○区 特有の
防災行動 荒川下流ﾀｲﾑﾗｲﾝ

（各機関版）
(仮称)

全体に関わる防災行動の例：

タイムラインの運用に関すること、岩
淵水門の閉操作に関すること、避難
情報の発表・伝達に関すること等

【課題解決の方向性】
①流域全体に関わる防災行動
②特定の機関の防災行動

が混在 を分割

荒川下流タイムライン（拡大試行版）



共通版及び各機関版TLの検討方針について
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■共通版TLの検討方針
 事務局において、共通版TL(素案)を検討。
 来年度、専門部会等で共通版TL(素案)について検討・作成

■各機関版TLの検討方針
 検討方針については、各機関の意向確認後、
事務局で決定予定。
(本専門部会後にアンケート予定)



２．タイムラインで共有すべき情報について
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■現状、タイムラインで共有を図る主な情報の種類
 タイムライン適用開始やレベル（目安の時刻）
 気象・水象情報
 各機関のタイムライン対応状況
 岩淵水門上下流部の高水敷状況
 岩淵水門ゲートの閉操作開始
 今後の氾濫予測

想定最大浸水想定図（浸水深）

その他、想定最大浸水想定図
（氾濫水到達時間）、
（浸水継続時間）も提供

荒川下流メーリングリスト
による情報提供
（ 2019年/台風第10号時）

適用開始やレベル、気象・水象情報

事務所twitter
による情報提供
（ 2019年/台風第10号時）

各機関のﾀｲﾑﾗｲﾝ対応状況

岩淵水門ゲートの閉操作ほか

今後の氾濫予測



0% 20% 40% 60% 80% 100%

自機関のタイムラインの

チェックリストとして活用した

自機関以外の災害対応

状況の確認に活用した

自機関の災害対応を

入力するのみであった

入力が手間で

活用しなかった

ログインや操作方法が

わからず活用しなかった

その他

情報共有ツールの活用について はい いいえ

n＝41

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイムラインの活用について
はい いいえ

n＝41
TLを活用し計画に沿っ

た対応を行いましたか

(参考)タイムライン及び情報共有ツールの活用ふりかえり
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■振りかえり回答状況
 台風第3号(回答率42％),台風第6号(回答率37％) ,台風第10号(回答率29％)

※台風第10号の振りかえり提出期限は8月30日

■振りかえりの主な内容（TL適用の台風を合算、6抜粋）

問.台風対応において、荒川下流タイムライン（拡大試行版）活用し、計画に沿った
対応を行いましたか。

問.情報共有ツールについて、該当する項目をお答えください。

活用しなかった機関のご意見

・担当が人事異動で変わり、活用利用を熟知していなかった
・組織内体制が通常の警戒体制であったため
・台風の進路が西に逸れたため

活用しなかった機関のご意見

・熱帯低気圧からTL適用した場合、運用開始の時期が分
からず、リアルタイムで項目チェックが一部できなかった
・複数ページ入力時に進み方が分かりにくい
・他機関への検索表示が一発でできる機能、全体が
閲覧できる機能が欲しい

・休日等で操作する環境が無い場合の対応が決まって
いないため、活用していない

・チェック項目が多すぎる
・ログの閲覧をタイムラインの表の様に一覧で表示して
欲しい

回答割合



協議事項及び依頼事項
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２．依頼したい事項

①タイムライン適用時のメールへ返信をお願いします
タイムライン適用時のメールについて、着信確認メールの返信をお願いいたします。

②後日送付するアンケートへのご協力をお願いします
●アンケート項目

◎タイムライン適用演習を踏まえてのタイムラインの修正点
◎情報共有ツールの改善点
◎参考資料１「荒川下流TL(拡大試行版)の想定する被災シナリオと運用時に

活用する情報について」についての修正・改善
◎今後の各機関版タイムラインの検討に向けたご意見・要望等

１．協議したい事項

①情報共有ツールの運用について
●各機関での対応状況の共有は、どのような場面で活用されているか。

・情報共有ツールでの他機関の対応状況の把握は、役に立っているか？
・情報共有—ルへの入力が負担となっていないか？

②タイムラインで情報共有したい情報について
●現状のタイムラインで共有を図る情報以外に、共有したい情報はあるか。

⇒今後の情報共有ツールの改良や運用方法の改善の参考とさせて頂きます


